
［異常時通報連絡の公表文（様式１－２）］ 

伊方発電所から通報連絡のあった異常について 

（令和７年 10 月分） 

Ｒ７.11.10 

原子力安全対策推進監 

電話番号 089-912-2352 

１ 令和７年 10 月に、安全協定に基づき四国電力株式会社から県へ通報連絡があっ

た異常は次のとおりですので、お知らせします。 

県の 
公表 
区分 

異常事項 発生年月日 概 要 
管理 
区域 
該当 

国へ 
の 

報告 
備考 

Ｃ 純水装置再生用

水系統の再生用

水加熱器からの 
水漏れ 
（３号機） 

７.10.４ 伊方３号機は通常運転中のところ、
純水装置建屋にて保修員が再生用水加
熱器から再生用水（脱塩水）が漏えい
していることを確認し、漏えい箇所は
隔離した。漏えいした水は純水装置建
屋外へは漏れ出ていない。 

調査の結果、再生用水加熱器の熱交
換を実施するプレート付近から水が漏
えいしていることを確認した。その
後、継続監視していた保修員が再生用
水加熱器からの漏えい停止を確認し
た。 

漏えい水は、純水装置建屋内の床面
に約５リットル、また、建屋内の側溝
に流れ込んだ水は排水槽に全量回収し
ている。 

その後、再生用水加熱器の点検を行
い、熱交換を実施するプレートに異常
がないことを確認した。このため、消
耗品であるガスケットを新品に取り替
え、通水確認にて漏えいがないことを
確認し、通常状態に復旧した。 

今後、詳細を調査する。 
本事象によるプラントへの影響及び

放射能の影響はない。 

外 × 今回 
公表 

Ｃ 作業員の体調不

良 

（共用） 

７.10.11 伊方発電所の No.2 保修事務所にお
いて、協力会社作業員１名が体調不良
を訴えた。 

・意識の有無：有 
・計画外被ばくの有無：無 
・汚染の有無：無 
このため、当該協力会社作業員は社

有車にて病院に搬送した。 
その後、労災に当たらないと判断さ

れており、以降詳細連絡はない。 

外 × 今回 

公表 
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Ｃ 作 業 員 の 負 傷

（３号機） 

７.10.17 伊方発電所３号機 原子炉建屋３階
において、協力会社作業員１名が負傷
した。 

・負傷の程度：左足を負傷 
・意識の有無：有 
・計画外被ばくの有無：無 
・汚染の有無：無 
・作業の状況： 

伊方発電所３号機原子炉建屋
３階において、作業中に別の
作業員と接触し、左足を負傷
した模様 

このため、当該協力会社作業員は社
有車にて病院に搬送することとした。 

当該協力会社作業員は病院で診察及
び処置を受け､「左膝関節包損傷」と
診断され、入院することとなった。 

その後、当該協力会社作業員は、10
月 20 日に退院し、10 月 21 日に出社し
た。 

外 × 今回 

公表 

Ｃ 作 業 員 の 負 傷

（３号機） 

７.10.22 伊方発電所３号機 タービン建屋２
階において、協力会社作業員１名が負
傷した。 

・負傷の程度：左足と右手首を負傷 
・意識の有無：有 
・計画外被ばくの有無：無 
・汚染の有無：無 
・作業の状況： 

伊方発電所３号機タービン建
屋２階において、作業中に左
足と右手首を負傷した模様 

このため、当該協力会社作業員は社
有車にて病院に搬送することとした。 

当該協力会社作業員は病院で、左足
の負傷箇所の診察を受け､「左大腿皮
下異物」と診断され、異物（作業で使
用した回転ワイヤーブラシから外れた
ワイヤー１本）を除去する処置を行っ
た。 

その後、当該協力会社作業員は 10
月 22 日に出社した。 

なお、右手首は擦り傷であり発電所
内で処置を行った。 

 
 
 

外 × 今回 

公表 
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Ｃ 作 業 員 の 負 傷

（３号機） 

７.10.27 伊方発電所３号機 原子炉格納容器
１階において、協力会社作業員１名が
負傷した。 

・負傷の程度：腹部を負傷 
・意識の有無：有 
・計画外被ばくの有無：無 
・汚染の有無：無 
・作業の状況： 

伊方発電所３号機原子炉格納
容器１階において、通行中に
扉を開閉した際に腹部を負傷
した模様 

このため、当該協力会社作業員は社
有車にて病院に搬送することとした。 

当該協力会社作業員は病院で診察を
受け､「腹部打撲傷」と診断された。 

その後、当該協力会社作業員は帰宅
し、10 月 31 日に出社した。 

内 × 今回 

公表 

 

２ 外部への放射能漏れや周辺環境放射線への影響はありませんでした。 


